
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この通信は、庄内地域における「魅力ある学校」づくりの検討状況を地域や保護者のみなさまへお知らせする

ために発行しています。 

本号では、（仮称）庄内さくら学園の開校までのスケジュール、施設の検討状況、稲津町 1～3丁目の指定校変

更に関する方針についてお伝えします。 

第 11 号 令和元年（2019 年）5 月 

当初、（仮称）庄内さくら学園の校舎が令和 4年（2022 年）3月に完成する見込みであったことから、これまで

令和 4 年（2022 年）4 月の開校をめざし、ワークショップなどでみなさまからご意見をいただきながら施設配置

や教室配置等の検討を進めてきました。このたび、来年度から詳細設計を進めるにあたり、工事の工程を組みな

おしたところ、校舎の完成が令和 4年（2022 年）11 月に延びることが判明しまし 

たので、開校時期を令和 5年（2023 年）4月に延期することとなりました。 

あいさつロードを含めて庄内小学校と第六中学校の敷地を一体的に整備できる 

ことになったため、より充実した学校をめざして、当初の構想案から施設配置を 

大きく変更したことなどが工程延長の主な理由です。 

通信第 10 号でお伝えしました校名につ

いて、平成 31 年（2019 年）3月市議会にお

いて、令和 2 年（2020 年）4 月に第六中学

校と第十中学校を統合し新設する中学校の

校名を「豊中市立庄内さくら学園中学校」

とする条例案が可決されました。 

現在、稲津町 1～3 丁目は、豊島小学校・第十中学校の通学区域でありながら、一定の条件下において、野田小学

校あるいは第四中学校への指定校変更が認められています。（このような地域を「調整区域」と言います。） 

教育委員会としては、同じ地域の子どもたちは同じ学校に通うことが望ましいと考えているため、令和 5年（2023

年）4月の（仮称）庄内さくら学園の開校に合わせて、新小学 1年生から稲津町 1～3丁目の指定校を従来の豊島小

学校・第十中学校から豊島小学校・第四中学校へ変更し、調整区域としての取り扱いを廃止する方針です。 

また、それ以前に野田小学校・庄内さくら学園中学校に在籍していたお子様は（仮称）庄内さくら学園に在籍す

るものとし、兄・姉が（仮称）庄内さくら学園に在籍している場合は、（仮称）庄内さくら学園開校後もその弟・妹

の（仮称）庄内さくら学園への指定校変更が可能となる予定です。 

 

 

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

(2019年度) (2020年度) (2021年度) (2022年度) (2023年度)

設計

庄内小学校

野田小学校

島田小学校

第六中学校

第十中学校

建設工事

野田小学校の敷地に移設

(仮称)庄内さくら学園

開校

(庄内小･第六中敷地)

庄内さくら学園中学校として統合

（第十中学校敷地）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４．制服・標準服にあったら良いと思う機能は何ですか？ 

発 行  豊中市教育委員会事務局 学校教育課 計画係 
電  話：06-6858-2705  F A X：06-6846-9649 

E-mail：kyokeikaku@city.toyonaka.osaka.jp 

今後は、令和 2年（2020年）の工事着工に向けて、詳細設計を進めていきます。 

１階フロア図 
（仮称）南部コラボセンター 

校 舎 

大アリーナ（2 階） 

グラウンド 

敷地北側から見た外観イメージ 

（仮称）庄内さくら学園 （仮称）南部コラボセンター 

敷地南東側から見た外観イメージ 

大アリーナ 

校  舎 

※イメージ図であり、完成時に変更が生じる場合があります。 


